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創業 1881年（明治14年）
創業者 沖牙太郎 （1848-1906）
代表取締役社⾧執行役員 鎌上 信也

売上高* 4,415億円 （2019年3月期）

従業員数* 単独:4,077名、連結:17,930名

子会社* 79社
資本金* 440億円
事業内容 企業理念の「進取の精神」をもって情報通信システム、

プリンター事業における商品、技術およびソリュー
ションの提供

＊連結ベース 2019年3月31日現在

創業者:沖牙太郎

日本初の電話機を製作以来139年
現在は100カ国で事業展開するグローバル企業へ

はじめに…OKIグループのご紹介
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現在のOKIグループ主要事業

３つのコア技術(メカトロ/情報通信融合/省エネ) を活かした商品・サービスを営業・技術・
生産・保守、一体となってお客様にご提供。メーカーとSIerの両側面を持った企業です。
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点在する子メーターを簡単に自動検針・集計できるセンサーNW
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2012/7、総務省は電波の周波数帯再編に伴い新たに920MHz帯無線を開放。本電波帯は従来の特定小電力
無線（2.4GHz/420MHz帯）に比べ、電波の出力（10mW→20mW）やアンテナ利得（+2.14dBi→+3dBi）
を大幅に向上させ、またチャネル数の増加（28ch以上）によって安定した通信品質/電波到達性が実現されて
います。OKIではこの920MHz帯無線にマルチホップ通信機能を搭載することで、より使いやすいセンサーNW
の実現に成功し、M2M/IoTの中心的な通信インフラとして活用できるシステム作りを支援しています。

OKIの920MHz帯無線は最大16Hop
の中継接続が可能なため、電波環境の
悪い箇所や距離が離れていても柔軟に
対応することができます。

マルチホップ機能のイメージです。
通信経路の固定など個別に設定することも可能です。
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電力見える化の必要性について
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見える化が省エネ施策において効果的な理由
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営業中

空調
照明

OA

０時 ９時 １８時

現 状

高効率機器は導入した箇所のみ。見える化の効果は全体に波及!

営業中 空調〔削減〕
照明〔削減〕

０時 ９時 １８時

見える化

営業中

空調

照明〔削減〕
OA

０時 ９時 １８時

高効率機器

電気は水と違ってどのように使われているのか見えにくいものです。特に営業前の準備作業や営業後の
設備停止までに使われている消費電力量は、運用方法によって大きく減らすことができます。
省エネ対策として検討される高効率機器は、導入した箇所のみ消費電力量を低減しますが、電力の見える化
は無駄な運用を 「無くす」ことから、その削減効果は全体の消費電力の１０％以上と言われています。

OA〔削減〕
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分電盤（設備）単位での見える化の必要性
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オフィスビルの用途別エネルギー消費
出所:（一財）省エネルギーセンター

00時 06時 12時 18時 24時

00時 06時 12時 18時 24時

エネルギーの消費構造

電気の見える化
だけに限っても

◆ 全体またはトランス単位の見える化 : △

◆ 分電盤（設備）単位以下の見える化 : ◎

⇒ どの設備がいつ使われているのかが把握できない

⇒ 設備別の見える化ができるため、具体的な対策が可能

エネルギーを削減させるためには、まずエネルギーがどのように使われているのかを把握する必要が
あります。エネルギーは電気をはじめ、ガスや灯油、重油など様々なものがありますが、全体に占める
エネルギーの使用割合が大きい電気は、エネルギーの使用実態を細かく把握する必要があります。
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今までのエネルギーマネジメントについて（課題）
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・設備やエリア単位でエネルギー管理を行う担当者を細かく割り当て、
・エネルギーの無駄が疑われたタイミングでEMSから担当者へ通知し、
・各エネルギーの使用状態は他のメンバーがいつでも確認できるようにして

省エネ法が制定されて以降、工場を中心に省エネ法はそれぞれの時代に即した内容に改正され、省エネは
今や企業経営を継続する上でとても重要な活動になっています。しかし現状の運用の殆どはエネルギー管理
を行う担当者／部門が決められ、限られたメンバーや予算内でエネルギーの管理／計画／対策を行っている
ため、その運用には限界が近づいています。

エネルギーを利用して
いる人が省エネを意識
しないと効果は限定的

間欠運転

停止失念

過去のエネルギー使用状況
を報告（指摘）されても
思い出せないし、うっかり
ミスは防げない（繰り返す）

デマンド制御の省エネ効果
は限定的となり、むしろ
電気料金の削減がメインと
なっている
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Webセンシングのご紹介
（Cloud型 エネルギー管理システム）
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拠点毎の異なる規模・運用でも対応できるスマートなエネルギー管理システム
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SMTP（メール）を利用
してデータを収集

Internet

工場ほか

Webセンシングを使えば
各拠点の自動検針以外に
様々な分析も可能!

オフィスビルほか

子メータ
（パルス）

パルス
計測器

子メータ
（Moubus-RTU）

920M無線
子機

920M無線
子機

親メータ
（電力会社所有）

パルス
計測器

920M無線
子機

※複数接続可

データ
収集装置

920M無線
親機

親メータ
（電力会社所有）

子メータ
（ビルオーナー所有） 電気／ガス／水道

Internet

拠点毎に独自の管理を
行いたい場合やデマンド
監視（ピークカット）を
導入する場合でも対応可

※子メータは、電気／ガス／水道問わず対応可能です。

エネルギー供給会社から
の請求明細を月単位で
手入力することも可能!

Webセンシング
（クラウドBEMS）

Webセンシング
（クラウドBEMS）
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既設システムとも柔軟に連携できるカスタマイズ性
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Webセンシング
（クラウドBEMS）

Webセンシング
（クラウドBEMS）

■ 920MHz帯無線と連携可能なセンサーNWの管理サービス
■ 子メーターの自動検針のほか、エネルギー供給会社からの

請求明細のデータ手入力が可能（専用の登録画面あり）
■ エネルギー集計データはCSVファイルでの出力が可能
■ 閾値によるエネルギー超過の監視（メール発報）、デマンド制御※
■ 省エネ法等で必要なエネルギー使用状況届出書の自動作成※ ※Option提供

■ 改正省エネ法に対応した報告書作成機能
・エネルギー使用状況届出書
・定期報告書

■ 豊富なエネルギー分析ツール
・系統別の折れ線／積立棒グラフ表示
・異なるセンサ種別の折れ線グラフ表示
・エネルギー種別別の使用傾向レポート

■ CSV出力機能を利用した各種機能連携
・既設システムとの連携
・統合デジタルサイネージの構築

※各拠点単位でもクローズして構築可能

例）既設請求システムと連携
させる場合のイメージ

既設請求システム

WebセンシングからCSV
ファイルを読取り、既設
システムで読込める形式
に変換する（要開発）

各テナント
送付

RPA
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省エネを目的にした電力監視のシステム例
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キュービクルや分電盤等の消費電力量や瞬時値を電気系統別に電力センサーで常時監視!
各施設や設備の消費電力状態を各担当者が適切に把握できることで、省エネを強力に推進!

多回路用
電力センサ

920M無線
子機

CT
（変流器）

× 〇〇系統

多回路用
電力センサ

920M無線
子機

CT
（変流器）

× 〇〇系統

920M無線
親機

データ
収集装置

RS485
専用線

LAN

凡例

拠点内のIntranetが利用できる
場合は、標準機能を使いMail
通知が可能です。

見える化
Server

Mail

担当者
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〇〇棟 使用電力量一覧

エネルギーの使用状態が見える化されることで醸成される省エネの意識と活動
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Aさん

設備やエリア単位で
エネルギー管理を行う
担当者を割り当てる

自分が管理しているエネルギー
以外も見えるため、仮に担当者
が気付かなくてもお互いで確認
し合える環境が醸成できます。

エネルギーの無駄が
疑われると数値の色が
反転して注意を促す
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空調の自動運転では温度の滞留は防げず、エネルギー効率が悪化
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工場内のイメージ

熱を発生させたり空気の
流れを遮るような設備が
あると熱溜まりが発生

サーキュレーター

熱溜まりができると
特定の空調機が稼働
し続け、エネルギー
効率が悪化

サーキュレーター等で
熱だまりを拡散させる
と空調効率がよくなり
室温も均一化
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その他、運用改善による電力量の削減例〔商業施設〕

運用改善による削減効果

各設備の運用時間見直しによる削減部分

空調設備の設定温度見直しによる削減部分

・ ホール内の照明

・ ホール内の空調 ３１．２５％

１９．２４％

※改善前の各系統別（電気）の削減率

・無駄な電気は消すように意識をしていたが、
削減効果が不明なので、段々とその意識が
減ってきた。

・こまめな電気を消したりする必要があると
思うと、面倒になってやらなくなっていた。

・節電は業務の一環という意識がないので、
対応は一番後回しになっていた。

現場の声（今まで）

各設備の電源投入時間や順番を
明確にすることで誰でも運用が
行えるようになり、省エネ効果
が運用前後で大きく改善された
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その他、運用改善による電力量の削減例〔オフィステナント〕

対象拠点は、動力系（空調やエレベータなど）の電気料金は共益費扱いとなっており、
動力系の電力量を削減してもコスト削減にならないため、電灯系（電灯線＋コンセント）
に特化した省エネ対策を計画。

平日・土日祝日などの電力測定から、該当拠点はサーバ室の電力消費割合が大きく、また
必要以上に大量の蛍光灯が使用されていることから、この２点を重点対策するとともに、
日常使用するＯＡ機器の運用を見直し、電気料金のコスト削減を狙う。

平日

休日
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№ 対策項目 年換算費用 （%） 備考

１ 蛍光灯の間引き 97,000 （2.3%） 蛍光灯3本構成を2本構成に統一

２ 昼休みの消灯 52,000 （1.2%） 通路や出入口付近以外の蛍光灯を1時間消灯

３ サーバ室 （対策１） 211,000 （5.0%） 運用系以外の連続稼動が不要なNW機器やｻｰﾊﾞを
時間外又は土日に停止 （人的作業による）

４ サーバ室 （対策２） 206,000 （4.9%） 対策１の強化として、24時間稼動申請のないNW機器
やｻｰﾊﾞを土日に限り、強制的に電源を ｏｆｆ にする

５ PC省エネソフト導入 30,000 （0.7%） CoolCloverの分析ツールにより試算
※PC169台（導入率57％）での結果

６ 外光取り入れ 75,000 （1.8%） 窓側の蛍光灯 計52本を 9時～15時の間、消灯する

合計 671,000 （16.0%）

※全ての項目は、１か月の検証結果を年換算して表示しております。
※電気料金は電灯系（電灯線＋コンセント）の年間４２０万円（基本料金除く）を対象としていいます。
※CoolCloverとは、ＯＫＩが開発したＰＣ機器向けの電力量削減ツールです。

その他、運用改善による電力量の削減例〔オフィステナント〕

今回の取組みでは、サーバ室の対策効果が大きく、年換算費用（電気料金単価ベース）で、
約67万円、16％の削減を行うことができました。

今回は電気料金の削減がテーマでしたので空調部分はカウントしませんでしたが、各機器の
稼働数が減ったことで空調効率も改善され、電気使用量は全体で20％以上削減されました。
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お問い合わせ先
東京都港区芝浦4-10-16
沖電気工業(株）首都圏支社
営業第三部 営業第二課
TEL:03-5445-6754
FAX:03-5445-6768


